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１ 研究の目的・方法について

〈研究の目的〉
教員一人一人の授業改善につながる校内研究を目指す
本センターの支援が、研究推進校に対してどのような成果
と課題をもたらしたかを検証し、学校における校内研究へ
の支援の在り方を探る。



１ 研究の目的・方法について

〈研究の方法〉
・校内研究の運営に関する連絡を密にし、管理職や研究主任

との連携を図る。
・研究主題を具現化するために、学習会、指導案検討、研究授
業、研究会などにおいて情報提供や指導・助言をする。
・ＰＤＣＡサイクルに基づいた教員の授業改善を支援する作

成物を活用し、教員の自律的な学びを促進する。

・検証の手立てとして質問調査を実施し、校内研究に対する
意識の変容を見取る。

〈研究の方法〉

・校内研究の運営に関する連絡を密にし、管理職や研究主任
との連携を図る。
・研究主題を具現化するために、学習会、指導案検討、研究授
業、研究会などにおいて情報提供や指導・助言をする。
・ＰＤＣＡサイクルに基づいた教員の授業改善を支援する作

成物を活用し、教員の自律的な学びを促進する。
・検証の手立てとして質問調査を実施し、校内研究に対する
意識の変容を見取る。
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研究主題「教員の授業改善につながる校内研究支援の在り方」
副題 ～研究推進校が目指す児童の具現化と教員一人一人の

自律的な学びに資する校内研究支援を通して～



研究推進校について

研究主題

「主体的に学びに向かう児童の育成」

副題 ～探究的な学習過程に重点を置いて～

大月市立鳥沢小学校

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2
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研究推進校が目指す児童の具現化への支援

月・日 鳥沢小学校 校内研究会 センター支援内容

４月10日 児童の実態把握（CRT調査、QUの結果把握）
ICT操作方法の確認

４月24日 今年度の校内研の概要確認 【学習会】
子供主体の授業づくりについて

５月22日 今年度の校内研究で目指す資質・能力について

６月12日 探究的な学習（算数科）についての学習会 【学習会】
「児童が『問い』をもつ算数科の授業づくり」
講師 山梨大学アドバイザー 角田大輔准教授

７月17日 全国学力・学習状況調査（算数科）自校採点 自校採点の実施（目的、方法等の説明）

８月28日

11月13日

算数科における問いをもつ授業づくり
（２学期以降の単元について、学級担任が実際に
授業づくりをする）

拡大校内研究会
第5学年 算数

小学校チーム３名の指導主事参加

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2



4月24日【学習会】子供主体の授業づくりについて
鳥沢小の先生方から

□主体的に学びに向かう児童を育成する授業
について
・子供が目標を立てる授業
・学びの過程を振り返り、自己を見直す授業
・他教科とつながる授業

□主体的に学びに向かう児童の姿について

・問いをもち、解決していこうとする姿
・新たな課題に対して、既有の知識を用いて解
決する姿
・粘り強く取り組む姿

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2



鳥沢小 研究総論より
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６月12日【学習会】「児童が『問い』をもつ算数科の授業づくりについて」

山梨大学アドバイザー

角田 大輔 准教授
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６月12日【学習会】「児童が『問い』をもつ算数科の授業づくりについて」

【学んだこと】

・問いをもつ授業づくりにおいて、「根拠を問う」こ
とに意識をおいた授業づくりを行う。

・子どもに問いをもたせるために、教材の提示の方
法や子どもが様々な考えをもつ余地を意図的につ
くる。

【明日からの授業で活用したいこと】

・本学級児の生活に結び付けた授業を計画する。

・教師から児童に問いをもたせ、徐々に児童から問
いが生まれるような授業づくり、教材研究をしてい
く。

鳥沢小の先生方から

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2



7月17日 全国学力・学習状況調査自校採点（算数）について 鳥沢小の先生方から

◆ Keep（成果が出ていて継続すること）
・基礎・基本の定着が図られている。
・問題の意図をしっかりつかんで、解いてい
る。
・粘り強く、問題を解いている。

◆Problem（解決すべき課題）
・頭では分かっているが、言葉が足りない。
・読み手には伝わらない文章であり、記述
の仕方に課題がある。

◆Try（これから取り組んでいくこと）
・式と言葉を組み合わせて、説明することが
できるようにする。
・友達の考えの良さを見つける機会を設け、
自分の考えにつなげていく。

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2



8月28日【授業づくり】算数科における問いをもつ授業づくりについて

鳥沢小の先生方から
【学んだこと】
・指導案を作成していく中で、児童の実態を考
えながら作成していくことが大切だと感じた。
・既習事項を問うこと、根拠を問うことに視点
をおいた授業案づくりをどう行うか。

【明日からの授業で活用したいこと】
・子ども主体の授業を行うためには、子どもが
問いを持つことが大事で、子どもが問いをも
つことができるように発問を考える。そのため
に、まずは教師が授業の中で「なぜ」、「どう
して」という言葉を使っていく必要がある。

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2
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11月13日 拡大校内研究会について
参加者から

・授業では、既習事項、根拠
をおさえることの大切さを
改めて感じました。

・日々の積み重ねや、既習事
項に立ち返ることの大切さ
を改めて学ぶことができた。

・指導と評価、授業の進め方、
単元の進め方、児童の見取
りなど多くのポイントが、
本日の授業をきっかけに話
題になり、学ぶことができ
た。

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2



研究主任から

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2

２年生 算数「かけ算」の授業実践より

◇「既習を問う」姿

３の段の九九のきまりを見つける授業場面で…

「既習を問う」



研究主任から

研究推進校が目指す児童の具現化への支援2

５年生 算数「四角形と三角形の面積」の授業実践より

◇「根拠を問う」姿
根拠を明らかにし、筋道立てて説明する姿
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教員一人一人の自律的な学びへの支援３



教員一人一人の自律的な学びへの支援３

令和４年答申「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方
について 総論「4.(1)『新たな教師の学びの姿』の実現」から

個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて、「主体的・対話的

で深い学び」を実現することは、児童生徒の学びのみならず、教師

の学びにも求められる命題である。つまり、教師の学びの姿も、子

供たちの学びの相似形であるといえる。（中略）

教師自らが問いを立て実践を積み重ね、振り返り、次につなげてい

く探究的な学びを、研修実施者及び教師自らがデザインしていくこ

とが必要になる。



教師の力量を高めるために、校内研究会
でどのような工夫をしていますか？

教員一人一人の自律的な学びへの支援３
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教員一人一人の自律的な学びへの支援３



教員一人一人の自律的な学びへの支援３



～教員Aの記述から～

教員一人一人の自律的な学びへの支援３



～教員Aの記述から～
シートを継続的に活用することで

授業改善につながるPDCAサイクルの確立

教員一人一人の自律的な学びへの支援３

月 校内研内容 記 述 内 容

６
算数科学習会

スモールステップを意識しすぎると問いが出づらいことから、あまり「スモールステップ」にこだわる展開はやめる。

７ 全国学力学習状況
調査自校採点

自分の考えを説明する時にその根拠を問いながら思考を深めさせるようにする。

８
算数科授業づくり（２
学期の授業実戦に
向けて）

「根拠を問う」ことに視点を当てた授業づくりをすることができた。教科書のデジタルコンテンツを活用して個別最適
化も進められることに気づいた。

10

指導案検討会
試行錯誤する時間をたくさんとる中で，児童同士で，不要なところをそぎ落としながら公式を生みだしていく。教師
主体ではなく児童主体であるという意識を常に持つようにする。

教諭Ａの授業実践
・自分の思考を表現するのに，ＩＣＴが良いか紙が良いかを見極めること大切である。
・児童の考えを共有する中で個人の考えを丁寧に問うことの大切さについて再度確認できた。

・子どもが下学年で学んだことを今の学習に結び付けて考えられるように，今までとの違いなどを丁寧に問うよう
にする。

11
拡大校内研究会（授
業者は教員Aとは別
の教諭）

児童主体の授業を進めるために，導入でわくわくするような仕掛けをしたり，集団解決する際，違う考え方をする
児童と自分の思考とのずれを相手に問いながら考えを深めたりしていけるようにする。



教員一人一人の自律的な学びへの支援３

○一度立ち止まって再考するよい機会になった。書くことで次の授業でどうすればよいかが
   意識でき，有効だった。

○個人的な記録ではなく、指定されている形式で記録を残したので、研究とその継続性に
親和性の高い記録・反省となったと感じている。

○学びの充実シートに記入することにより、その時間何を学んだのか、自分の課題は何か、
その課題を解決するためにはどのような手立てが必要なのかをじっくりと考えることがで
きた。このようにふりかえることにより、より充実した研究会になったと感じた。

「学びの充実シート」について 鳥沢小の先生方のご意見

○記録に残すことは有効だが、それに入力すること自体に負担を感じた。



校
内
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１ 校内研における学習会等の実施について

４ 校内研への取組の姿勢について
（主体的に取り組めたか）

２ 校内研における研究授業の実施について
（指導案検討、研究会）

３ 「学びの充実シート」の活用について

鳥沢小学校 研究推進校に関するアンケート（満足度の自己評価）

４ 研究の成果・課題について

（回答者数12名）



４ 研究の成果・課題について

成 果

・各種学習会や全国学力・学習状況調査の自校採点を通して授業改善を図ることにより、

研究推進校が目指す児童の姿の具現化に寄与することができた。

・教員Aの事例のように、「学びの充実シート」を活用することで、教員自身が授業改善の

PDCAサイクルをまわすことにより、日々の授業改善に生かす姿が見られた。

・一年目の年度末に、校内研の成果や課題を研究推進校と本センターとが共有・検討

したことにより、研究推進校が二年目の校内研究に見通しをもって取り組む

ことができた。



４ 研究の成果・課題について

課 題

・教員の自律的な学びを促進するシートの改善及び負担感を軽減す
るための効果的な活用方法の開発。

・研究推進校の先生方の振り返りに、「時間にゆとりがないと教師主導
型になってしまうことがある」、「学習感想を充実させられなかった」等
が見られた。今後も、研究推進校の課題を的確に把握し、きめ細かい
伴走支援の在り方を探ることが必要。





ご清聴ありがとうございました

おわり
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